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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の燃焼室と、該各燃焼室に吸気ポートを介してそれぞれ連通する複数の吸気通路と
、一端部が前記各燃焼室に排気ポートを介してそれぞれ連通すると共に他端部が集合する
集合部を有する排気通路とを有し、前記排気通路の集合部に過給機及び排気浄化触媒が連
結され、前記排気通路から前記過給機を迂回して前記排気浄化触媒に連通するバイパス通
路が設けられると共に、該バイパス通路を開閉可能な制御弁が設けられる内燃機関のシリ
ンダヘッドにおいて、
　内部に前記バイパス通路の一部が設けられ、前記バイパス通路として、一端部が前記排
気通路の集合部に連通して他端部がシリンダヘッド側面に開口するバイパス孔が形成され
、前記バイパス孔の他端部は、前記排気通路の集合部が開口する側方に開口して形成され
、
　前記制御弁は、前記バイパス孔の他端部を開閉可能な弁本体と、アクチュエータと、該
アクチュエータと前記弁本体とを連結するリンクとがユニットとして構成され、この制御
弁ユニットがシリンダヘッド側面に設けられることを特徴とする内燃機関のシリンダヘッ
ド。
【請求項２】
　複数の燃焼室と、該各燃焼室に吸気ポートを介してそれぞれ連通する複数の吸気通路と
、一端部が前記各燃焼室に排気ポートを介してそれぞれ連通すると共に他端部が集合する
集合部を有する排気通路とを有し、前記排気通路の集合部に過給機及び排気浄化触媒が連
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結され、前記排気通路から前記過給機を迂回して前記排気浄化触媒に連通するバイパス通
路が設けられると共に、該バイパス通路を開閉可能な制御弁が設けられる内燃機関のシリ
ンダヘッドにおいて、内部に前記バイパス通路の一部が設けられ、
　前記過給機のタービンハウジングは、一端部が外部に開口する排気案内部と、該排気案
内部の他端部が連通するスクロール部とを有し、前記排気案内部が前記排気通路の集合部
内に配置されることを特徴とする内燃機関のシリンダヘッド。
【請求項３】
　複数の燃焼室と、該各燃焼室に吸気ポートを介してそれぞれ連通する複数の吸気通路と
、一端部が前記各燃焼室に排気ポートを介してそれぞれ連通すると共に他端部が集合する
集合部を有する排気通路とを有し、前記排気通路の集合部に過給機及び排気浄化触媒が連
結され、前記排気通路から前記過給機を迂回して前記排気浄化触媒に連通するバイパス通
路が設けられると共に、該バイパス通路を開閉可能な制御弁が設けられる内燃機関のシリ
ンダヘッドにおいて、内部に前記バイパス通路の一部が設けられ、
　前記過給機のタービンハウジングに冷却通路が設けられ、該冷却通路は、シリンダヘッ
ド内部に設けられたウォータジャケットに連通されると共に、
　前記冷却通路は、前記タービンハウジングの外周部に設けられ、上端部に前記ウォータ
ジャケットに連通する冷却水導入口が形成され、下端部に前記ウォータジャケットに連通
する冷却水排出口が形成されることを特徴とする内燃機関のシリンダヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シリンダブロックの上部に締結されることで燃焼室を構成すると共に、この
燃焼室に対して吸気通路及び排気通路が設けられた内燃機関のシリンダヘッドに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、内燃機関において、シリンダヘッドはシリンダブロックの上部に組み付けら
れ、複数の締結ボルトにより締結されており、直線状をなして複数の燃焼室が配列されて
いる。そして、この各燃焼室に対して吸気ポート及び排気ポートが対向してそれぞれ形成
され、この各吸気ポートに吸気通路が連通される一方、各排気ポートに排気通路が連通さ
れており、吸気弁及び排気弁により開閉自在となっている。また、各吸気通路または各燃
焼室に燃料を噴射するインジェクタが装着されると共に、燃焼室の混合気に着火する点火
プラグが装着されている。そして、各吸気通路に吸気マニホールドを介して吸気管が連結
される一方、各排気通路に排気マニホールドを介して排気管が連結されている。
【０００３】
　従って、吸気弁の開放時に、空気が吸気通路から吸気ポートを通って燃焼室に吸入され
ると共に、インジェクタから燃料が吸気通路または燃焼室に噴射され、燃焼室にて、空気
と燃料との混合気がピストンの上昇により圧縮され、この高圧の混合気が点火プラグに導
かれて着火して爆発することで駆動力を得ることができ、排気弁の開放時に、燃焼後の排
気ガスが排気ポートを通して排気通路に排出される。
【０００４】
　ところで、このような内燃機関において、シリンダヘッドに対して別体の排気マニホー
ルドを固定せずに、シリンダヘッド内に一体に排気集合部を設けることで、小型化を図っ
たものがある。この排気集合部が一体に形成された従来のシリンダヘッドは、複数の燃焼
室に対して排気ポートが連通し、この各排気ポートが集合して側面に開口し、この集合部
に排気管が連結され、この排気管にターボ過給機が装着されて構成されている。
【０００５】
　なお、上述した従来の内燃機関のシリンダヘッドとしては、例えば、下記特許文献１に
記載されたものがある。
【０００６】
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【特許文献１】特開平０１－１８２５６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、内燃機関の排気系には、ターボ過給機と共に排気浄化触媒が装着されている
。そして、内燃機関の冷間始動時には、点火時期を遅角し、高温の排気ガスを排気管を通
して浄化触媒に導入することで、この排気浄化触媒を暖機して早期活性化を図っている。
上述した従来の内燃機関のシリンダヘッドでは、内部に形成された排気通路を集合部で集
合してから排気管を連結しているため、排気通路の断面積を減少して排気ガス温度の低下
を抑制することで排気浄化触媒の暖機を促進することができる。ところが、排気系にター
ボ過給機が装着されている内燃機関では、冷間始動時であっても、排気ガスがターボ過給
機のタービンを通過するため、ここで排気ガスの熱が奪われて低下し、触媒暖機性能が低
下してしまうという問題がある。
【０００８】
　本発明は、このような問題を解決するためのものであって、触媒暖機性能を向上させる
と共に装置のコンパクト化を図った内燃機関のシリンダヘッドを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の内燃機関のシリンダヘッドは
、複数の燃焼室と、該各燃焼室に吸気ポートを介してそれぞれ連通する複数の吸気通路と
、一端部が前記各燃焼室に排気ポートを介してそれぞれ連通すると共に他端部が集合する
集合部を有する排気通路とを有し、前記排気通路の集合部に過給機及び排気浄化触媒が連
結され、前記排気通路から前記過給機を迂回して前記排気浄化触媒に連通するバイパス通
路が設けられると共に、該バイパス通路を開閉可能な制御弁が設けられる内燃機関のシリ
ンダヘッドにおいて、内部に前記バイパス通路の一部が設けられ、前記バイパス通路とし
て、一端部が前記排気通路の集合部に連通して他端部がシリンダヘッド側面に開口するバ
イパス孔が形成され、前記バイパス孔の他端部は、前記排気通路の集合部が開口する側方
に開口して形成され、前記制御弁は、前記バイパス孔の他端部を開閉可能な弁本体と、ア
クチュエータと、該アクチュエータと前記弁本体とを連結するリンクとがユニットとして
構成され、この制御弁ユニットがシリンダヘッド側面に設けられることを特徴とするもの
である。
【００１５】
　本発明の内燃機関のシリンダヘッドは、複数の燃焼室と、該各燃焼室に吸気ポートを介
してそれぞれ連通する複数の吸気通路と、一端部が前記各燃焼室に排気ポートを介してそ
れぞれ連通すると共に他端部が集合する集合部を有する排気通路とを有し、前記排気通路
の集合部に過給機及び排気浄化触媒が連結され、前記排気通路から前記過給機を迂回して
前記排気浄化触媒に連通するバイパス通路が設けられると共に、該バイパス通路を開閉可
能な制御弁が設けられる内燃機関のシリンダヘッドにおいて、内部に前記バイパス通路の
一部が設けられ、前記過給機のタービンハウジングは、一端部が外部に開口する排気案内
部と、該排気案内部の他端部が連通するスクロール部とを有し、前記排気案内部が前記排
気通路の集合部内に配置されることを特徴とするものである。
【００１７】
　本発明の内燃機関のシリンダヘッドは、複数の燃焼室と、該各燃焼室に吸気ポートを介
してそれぞれ連通する複数の吸気通路と、一端部が前記各燃焼室に排気ポートを介してそ
れぞれ連通すると共に他端部が集合する集合部を有する排気通路とを有し、前記排気通路
の集合部に過給機及び排気浄化触媒が連結され、前記排気通路から前記過給機を迂回して
前記排気浄化触媒に連通するバイパス通路が設けられると共に、該バイパス通路を開閉可
能な制御弁が設けられる内燃機関のシリンダヘッドにおいて、内部に前記バイパス通路の
一部が設けられ、前記過給機のタービンハウジングに冷却通路が設けられ、該冷却通路は
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、シリンダヘッド内部に設けられたウォータジャケットに連通されると共に、前記冷却通
路は、前記タービンハウジングの外周部に設けられ、上端部に前記ウォータジャケットに
連通する冷却水導入口が形成され、下端部に前記ウォータジャケットに連通する冷却水排
出口が形成されることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の内燃機関のシリンダヘッドによれば、複数の燃焼室に対して排気ポートを介し
て排気通路の一端部を連通し、他端部に集合部を設け、この集合部に過給機及び排気浄化
触媒を連結し、排気通路から過給機を迂回して排気浄化触媒に連通するバイパス通路を設
けると共に、このバイパス通路を開閉可能な制御弁を設けて構成し、シリンダヘッド内部
にバイパス通路の一部を設け、バイパス通路として、一端部が排気通路の集合部に連通し
て他端部がシリンダヘッド側面に開口するバイパス孔を形成し、バイパス孔の他端部を排
気通路の集合部が開口する側方に開口して形成し、制御弁として、バイパス孔の他端部を
開閉可能な弁本体と、アクチュエータと、アクチュエータと弁本体とを連結するリンクと
をユニットとして構成し、この制御弁ユニットをシリンダヘッド側面に設けるので、燃焼
室から排気浄化触媒までの通路表面積を減少することで、排気ガス温度の低下を抑制して
触媒暖機性能を向上させることができると共に、排気ガスを排出する配管を簡素すること
で、装置のコンパクト化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下に、本発明に係る内燃機関のシリンダヘッドの実施例を図面に基づいて詳細に説明
する。なお、この実施例により本発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００２０】
　図１は、本発明の実施例１に係る内燃機関のシリンダヘッドを表す概略図、図２は、実
施例１の内燃機関を表す縦断面図、図３は、実施例１の内燃機関のシリンダヘッドを表す
縦断面図、図４は、実施例１の内燃機関におけるウエストゲート弁を表す断面図である。
【００２１】
　実施例１の内燃機関は、直列４気筒エンジンであり、図１及び図２に示すように、シリ
ンダヘッド１１はその下部にシリンダブロック１２が組み付けられ、複数の図示しない締
結ボルトにより締結されている。シリンダブロック１２には複数（本実施例では、４つ）
のシリンダボア１３が直線状に並んで形成され、各シリンダボア１３にピストン１４がそ
の軸方向に沿って移動自在に嵌合している。そして、シリンダブロック１２の下部に図示
しないクランクシャフトが回転自在に支持されており、各ピストン１４はコネクティング
ロッド１５を介してこのクランクシャフトに連結されている。
【００２２】
　シリンダヘッド１１には、各シリンダボア１３に対応してその上方に位置して燃焼室１
６がそれぞれ形成されている。この燃焼室１６は、シリンダボア１３の内壁面と、シリン
ダヘッド１１の下面と、ピストン１４の頂面により囲繞されており、天井部（シリンダヘ
ッド１１の下面）の中央部が高くなるように傾斜したペントルーフ形状をなしている。そ
して、この各燃焼室１６の上方、つまり、シリンダヘッド１１の下面にそれぞれ吸気ポー
ト１７と、排気ポート１８が対向して開口している。
【００２３】
　また、シリンダヘッド１１には、一端部が各吸気ポート１７に連通し、他端部が一側面
に開口する４つの吸気通路１９が形成されている。また、シリンダヘッド１１には、一端
部が各排気ポート１８に連通し、他端部が集合して他側面に開口する１つの排気通路２０
が形成されている。この排気通路２０は、各排気ポート１８に連通する４つの排気通路部
２１と、この排気通路部２１の端部が集合する集合部２２を有しており、各排気通路部２
１が排気ポート１８を通して燃焼室１６に連通し、集合部２２がシリンダヘッド１１の他
側面に開口している。
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【００２４】
　そして、この各吸気ポート１７及び排気ポート１８に対して吸気弁２３及び排気弁２４
がそれぞれ位置している。この吸気弁２３及び排気弁２４は、シリンダヘッド１１に固定
された各ステムガイド２５，２６により軸方向に沿って移動自在に支持されると共に、各
バルブスプリング２７，２８により吸気ポート１７及び排気ポート１８を閉止する方向に
付勢支持されている。また、吸気弁２３及び排気弁２４は、上端部にローラロッカアーム
２９，３０の一端部が連結され、このローラロッカアーム２９，３０の他端部はシリンダ
ヘッド１１に固定されたラッシュアジャスタ３１，３２に連結されており、吸気カムシャ
フト３３の吸気カム３４及び排気カムシャフト３５の排気カム３６が各ローラロッカアー
ム２９，３０に接触している。
【００２５】
　従って、内燃機関に同期して吸気カムシャフト３３及び排気カムシャフト３５が回転す
ると、吸気カム３４及び排気カム３６がローラロッカアーム２９，３０を作動させ、各吸
気弁２３及び排気弁２４が所定のタイミングで上下移動することで、吸気ポート１７及び
排気ポート１８を開閉し、吸気通路１９と燃焼室１６、燃焼室１６と排気通路２０の排気
通路部２１とをそれぞれ連通することができる。
【００２６】
　また、燃焼室１６の側部、つまり、各吸気通路１９側のシリンダヘッド１１の下面には
、この燃焼室１６に直接燃料を噴射するインジェクタ３７が装着されている。また、燃焼
室１６の天井部中央、つまり、各吸気通路１９と排気通路部２１との間のシリンダヘッド
１１の下面には、点火プラグ３８が装着されている。そして、車両には、電子制御ユニッ
ト（ＥＣＵ）が搭載されており、このＥＣＵは、インジェクタ３７の燃料噴射タイミング
や点火プラグ３８による点火時期などを制御可能となっており、検出した吸入空気量、ス
ロットル開度（アクセル開度）、エンジン回転数などのエンジン運転状態に基づいて燃料
噴射量、噴射時期、点火時期などを決定している。
【００２７】
　そして、シリンダヘッド１１の一側面に、各吸気通路１９に連通する吸気マニホールド
３９が固定され、この吸気マニホールド３９にサージタンク４０が連結されている。吸気
管４１は、上流側の空気取入口にエアクリーナ４２が取付けられており、下流側端部がサ
ージタンク４０に連結されており、エアクリーナ４２の下流側に位置してスロットル弁４
３を有する電子スロットル装置４４が設けられている。
【００２８】
　一方、シリンダヘッド１１の他側面に、排気通路２０の集合部２２に連通するターボ過
給機４５が固定され、このターボ過給機４５に排気管４６が連結され、この排気管４６に
排気浄化触媒（三元触媒）４７が装着されている。このターボ過給機４５は、吸気管４１
側に設けられたコンプレッサ４８と排気管４６側に設けられたタービン４９とが連結軸５
０により一体に連結されて構成されている。そして、このターボ過給機４５におけるコン
プレッサ４８の下流側であって、電子スロットル装置４４（スロットル弁４３）の上流側
の吸気管４１には、このコンプレッサ４８により圧縮されて温度上昇した吸入空気を冷却
するインタークーラ５１が設けられている。
【００２９】
　ここで、本実施例のエンジンにおける排気系について詳細に説明する。本実施例のエン
ジンでは、図１、図３及び図４に示すように、シリンダヘッド１１に形成された排気通路
２０からターボ過給機４５を迂回して排気浄化触媒４７に連通するバイパス通路５２が設
けられると共に、このバイパス通路５２を開閉可能なウエストゲート機能を有する排気制
御弁５３が設けられており、シリンダヘッド１１の内部にこのバイパス通路５２の一部が
設けられている。
【００３０】
　即ち、上述したように、シリンダヘッド１１には、一端部が燃焼室１６に連通する吸気
通路１９が形成され、この吸気通路１９の他端部はシリンダヘッド１１の一側面に開口し
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ている。また、シリンダヘッド１１には、一端部が燃焼室１６に連通する排気通路２０が
形成されており、この排気通路２０の他端部は集合部２２としてシリンダヘッド１１の他
側面に開口している。そして、シリンダヘッド１１には、吸気通路１９の上下に位置して
ウォータジャケット５４ａ，５４ｂが形成される一方、排気通路２０の上下に位置してウ
ォータジャケット５５ａ，５５ｂが形成されている。各ウォータジャケット５４ａ，５４
ｂ，５５ａ，５５ｂ内にはエンジン冷却水が充填されており、図示しないウォータポンプ
により循環可能となっている。
【００３１】
　ターボ過給機４５は、コンプレッサ４８とタービン４９とが連結軸５０により一体に連
結されてなり、コンプレッサ４８はコンプレッサハウジング５６に収容され、タービン４
９はタービンハウジング５７に収容され、連結軸５０は連結軸ハウジング５８に収容され
、各ハウジング５６，５７，５８が一体に連結されている。そして、タービンハウジング
５７は、内側にスクロール部５９を形成する内部ハウジング５７ａと、この内部ハウジン
グ５７ａを被覆し、内側に冷却通路６０を形成する外部ハウジング５７ｂとから構成され
ている。この場合、内部ハウジング５７ａは鋳造により製造され、外部ハウジング５７ｂ
は板金により製造され、両ハウジング５７ａ，５７ｂが一体に固着されている。
【００３２】
　そして、タービンハウジング５７は、スクロール部５９の排気導入部５９ａが排気通路
２０の集合部２２に連通するようにシリンダヘッド１１の側面に密着し、フランジ部５７
ｃが複数の締結ボルト６１によりシリンダヘッド１１に固定されている。また、タービン
ハウジング５７は、上端部に冷却水導入口６０ａが形成され、下端部に冷却水排出口６０
ｂが形成されており、シリンダヘッド１１に固定された状態で、冷却水導入口６０ａがウ
ォータジャケット５５ａと連通し、冷却水排出口６０ｂがウォータジャケット５５ｂと連
通している。
【００３３】
　また、上述したバイパス通路５２は、シリンダヘッド１１の内部に形成されたバイパス
孔６２と、シリンダヘッド１１と排気管４６を連結するバイパス管６３とから構成され、
このバイパス管６３に排気制御弁５３が連結されている。即ち、バイパス孔６２は、シリ
ンダヘッド１１内に一体に形成され、平面視がＬ字形状をなし、一端部が排気通路２０に
おける集合部２２の側部に連通し、他端部がシリンダヘッド１１の側面に開口している。
この場合、バイパス孔６２の他端部は、排気通路２０の集合部２２が開口する側方に開口
している。つまり、シリンダヘッド１１の側面にて、バイパス孔６２の開口と、排気通路
２０における集合部２２の開口が水平方向に並んで形成されている。
【００３４】
　そして、排気制御弁５３において、ケース６４は円筒箱型形状をなし、一端部がシリン
ダヘッド１１の側面に密着し、他端部がバイパス管６３の一端部に密着し、それぞれ図示
しない締結ボルトにより固定されている。アーム６５は、基端部がケース６４に支持軸６
６をもって回転自在に支持されており、バイパス孔６２の他端部（開口）を開閉可能な弁
本体６７が取付けられている。この弁本体６７は、バイパス孔６２の開口を閉止できるよ
うに、このバイパス孔６２の開口周辺のシリンダヘッド１１の側面に装着されたバルブシ
ート（シール部材）６８に密着可能となっている。また、シリンダヘッド１１には、アク
チュエータ６９が装着されており、駆動ロッド６９ａの先端部とアーム６５の基端部がリ
ンク７０により連結されている。なお、バイパス管６３の他端部は、排気管４６における
ターボ過給機４５と排気浄化触媒４７の間に連結されている。
【００３５】
　このように排気制御弁５３は、ケース６４、アーム６５、支持軸６６、弁本体６７、ア
クチュエータ６９、リンク７０がユニットとして構成されており、この排気制御弁ユニッ
トがシリンダヘッド１１の側面に設けられることとなる。従って、アクチュエータ６９を
駆動して駆動ロッド６９ａを軸方向に移動すると、リンク７０を介してアーム６５を支持
軸６６を支点に回動し、弁本体６７によりバイパス孔６２、つまり、バイパス通路５２を
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開閉することができる。この場合、排気制御弁５３は、バイパス通路５２を開閉すること
で、ターボ過給機４５による過給圧をコントロールすることができ、吸気側の過給圧が所
定の圧力に達すると、それ以上コンプレッサ４８が加圧しないように、排気ガスを放出し
てタービン４９の回転を抑制するものである。また、この排気制御弁５３は、後述するが
、エンジンの冷間始動時に、排気ガスをタービン４９を迂回して排気浄化触媒４７に直接
流入させることで、この排気浄化触媒４７を暖機して早期活性化を図るものである。
【００３６】
　ここで、上述したシリンダヘッド１１が組み付けられた内燃機関の作動について説明す
る。図１乃至図４に示すように、エアクリーナ４２を通して吸気管４１に導入された空気
は、ターボ過給機４５のコンプレッサ４８により圧縮される。そして、圧縮された過給吸
気は、スロットル弁４３に調量されてからサージタンク４０に流れ、吸気マニホールド３
９を介してシリンダヘッド１１の各吸気通路１９を通って各吸気ポート１７に至り、吸気
弁２３の開放時に、吸気ポート１７の空気が燃焼室１６に吸入される。そして、この吸気
行程時またはピストン１４が上昇して吸入空気を圧縮する圧縮行程時に、インジェクタ３
７が燃焼室１６に対して所定量の燃料を噴射する。すると、燃焼室１６にて、高圧空気と
霧状の燃料とが混合し、この混合気に対して点火プラグ３８が着火して爆発することで、
ピストン１４が押し下げられて駆動力を出力する。
【００３７】
　その後、排気弁２４の開放時に、各燃焼室１６の排気ガスが排気ポート１８を通って排
気通路２０に流れ、集合部２２で集合されてシリンダヘッド１１から排出される。シリン
ダヘッド１１から排出された排気ガスは、ターボ過給機４５のタービン４９を駆動し、こ
のタービン４９と連結軸５０により連結されたコンプレッサ４８を駆動することで、吸気
管４１に導入された空気を圧縮することができる。そして、タービン４９を駆動した排気
ガスは、排気管４６を通って排気浄化触媒４７に流入し、ここで、排気ガス中の有害物質
が浄化処理されてから大気に放出される。
【００３８】
　ところで、エンジンの冷間始動時には、排気浄化触媒４７が低温状態にあって、排気ガ
スの活性化温度まで達していないため、点火時期を大幅に遅角して点火プラグ３８により
点火することで、燃料の燃焼エネルギがエンジンを駆動させるために消費されるのを減じ
、高温の排気ガスにより排気浄化触媒４７を急速暖機させるようにしている。そのため、
このとき、ＥＣＵは、排気制御弁５３のアクチュエータ６９を駆動することで、弁本体６
７によりバイパス孔６２（バイパス通路５２）を開放する。すると、燃焼室１６から排気
ポート１８を通して排気通路２０に排出された高温の排気ガスは、集合部２２からバイパ
ス通路５２を通って排気管４６に流れ、ターボ過給機４５を迂回して排気浄化触媒４７へ
直接流入する。そのため、この高温の排気ガスにより排気浄化触媒４７を効率的に暖機し
て活性化させることができる。
【００３９】
　また、ターボ過給機４５では、シリンダヘッド１１のウォータジャケット５５ａを流れ
るエンジン冷却水が、タービンハウジング５７の冷却水導入口６０ａから冷却通路６０に
導入され、スクロール部５９の外側を流れ、冷却水排出口６０ｂからウォータジャケット
５５ｂに排出される。そのため、高温の排気ガスにより加熱されるタービン４９やタービ
ンハウジング５７が適正に冷却される。
【００４０】
　このように実施例１の内燃機関のシリンダヘッドにあっては、複数の燃焼室１６に対し
て排気ポート１８を介して排気通路２０の一端部を連通し、この排気通路２０の他端部に
集合部２２を設け、この集合部２２にターボ過給機４５、排気管４６、排気浄化触媒４７
を連結する一方、排気通路２０からターボ過給機４５を迂回して排気管４６から排気浄化
触媒４７に連通するバイパス通路５２を設けると共に、このバイパス通路５２を開閉可能
な排気制御弁５３を設けて構成し、シリンダヘッド１１の内部にバイパス通路５２の一部
を設けている。
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【００４１】
　従って、エンジンの冷間始動時に、排気制御弁５３によりバイパス通路５２を開放する
ことで、燃焼室１６から排気ポート１８を通して排気通路２０に排出された高温の排気ガ
ス２６が、集合部２２からバイパス通路５２を通って排気管４６に流れ、ターボ過給機４
５を迂回して排気浄化触媒４７へ直接流入することとなる。そのため、燃焼室１６から排
気浄化触媒４７までの通路表面積が減少し、ターボ過給機４５により高温の排気ガスの熱
が奪われずに排気ガス温度の低下が抑制され、排気ガスにより排気浄化触媒４７を効率的
に暖機して活性化させることができ、触媒暖機性能を向上することができる。
【００４２】
　また、この場合、シリンダヘッド１１の内部にバイパス通路５２の一部としてのバイパ
ス孔６２を形成している。従って、高温状態にあるシリンダヘッド１１内にバイパス孔６
２を形成することで、排気ガス温度の低下を抑制して媒暖機性能を向上することができる
と共に、外部に露出する配管（バイパス管６３）を簡素することで、装置のコンパクト化
を図ることができる。
【００４３】
　また、本実施例では、バイパス通路５２として、シリンダヘッド１１の内部にバイパス
孔６２を形成し、このバイパス孔６２の一端部を排気通路２０の集合部２２に連通し、他
端部をシリンダヘッド１１の側面に開口している。従って、排気通路２０から排気浄化触
媒４７までの距離を短くし、排気ガス温度の低下を抑制して触媒暖機性能を向上すること
ができると共に、排気ガスを集合部２２から抜き取るため、各気筒間の背圧のばらつきが
なくなり、燃焼を改善することができる。
【００４４】
　そして、このバイパス孔６２は、他端部が排気通路２０の集合部２２が開口する側方に
開口して形成しており、ターボ過給機４５のタービンハウジング５７や排気管４６、排気
浄化触媒４７などを容易に装着することができ、装置の簡素化を図ることができる。
【００４５】
　また、本実施例では、排気制御弁５３をバイパス孔６２の他端部の開港を開閉可能に設
けている。そして、この場合、排気制御弁５３を、ケース６４、アーム６５、支持軸６６
、弁本体６７、アクチュエータ６９、リンク７０がユニットとなるように構成され、この
排気制御弁ユニットをシリンダヘッド１１の側面に設けている。従って、排気管４６より
も低温状態に維持されるシリンダヘッド１１側に排気制御弁５３を設けることで、熱によ
る損傷を防止して信頼性を向上することができると共に、耐熱材料を減少して低コスト化
を図ることができる。
【００４６】
　また、本実施例では、ターボ過給機４５のタービンハウジング５７にスクロール部５９
を設け、このタービンハウジング５７をシリンダヘッド１１の側面に固定することで、ス
クロール部５９と排気通路２０の集合部２２を連通するようにしている。従って、ターボ
過給機４５をコンパクトな構造にすることができ、装置の簡素化及び低コスト化を可能と
することができる。
【００４７】
　更に、本実施例では、ターボ過給機４５のタービンハウジング５７に冷却通路６０を設
け、この冷却通路６０をシリンダヘッド１１の内部に設けられたウォータジャケット５５
ａ，５５ｂに連通している。従って、シリンダヘッド１１のウォータジャケット５５ａを
流れるエンジン冷却水をタービンハウジング５７の冷却通路６０に導入して冷却すること
ができ、高温の排気ガスにより加熱されるタービン４９やタービンハウジング５７が適正
に冷却し、材料の低コスト化を可能とすることができる。
【００４８】
　この場合、冷却通路６０をタービンハウジング５７の外周部に設け、上端部にウォータ
ジャケット５５ａに連通する冷却水導入口６０ａを形成し、下端部にウォータジャケット
５５ｂに連通する冷却水排出口６０ｂを形成している。従って、シリンダヘッド１１のウ
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ォータジャケット５５ａを流れるエンジン冷却水が、タービンハウジング５７の冷却水導
入口６０ａから冷却通路６０に導入され、スクロール部５９の外側を流れ、冷却水排出口
６０ｂからウォータジャケット５５ｂに排出されることとなり、高温の排気ガスにより加
熱されるタービン４９やタービンハウジング５７を効率的に冷却することができる。
【００４９】
　そして、このタービンハウジング５７を、スクロール部５９を形成する内部ハウジング
５７ａと、この内部ハウジング５７ａを被覆して冷却通路６０を形成する外部ハウジング
５７ｂとから構成し、内部ハウジング５７ａを鋳造により製造し、外部ハウジング５７ｂ
を板金により製造し、両ハウジング５７ａ，５７ｂが一体に固着している。従って、内部
ハウジング５７ａにより耐熱性及び強度を確保でき、外部ハウジング５７ｂにより軽量化
及び低コスト化を可能とすることができる。
【実施例２】
【００５０】
　図５は、本発明の実施例２に係る内燃機関のシリンダヘッドを表す概略図、図６は、実
施例２の内燃機関のシリンダヘッドを表す縦断面図である。なお、前述した実施例で説明
したものと同様の機能を有する部材には同一の符号を付して重複する説明は省略する。
【００５１】
　実施例２の内燃機関において、図５及び図６に示すように、シリンダヘッド７１は、そ
の下部にシリンダブロック１２が組み付けられ、複数の図示しない締結ボルトにより締結
されている。このシリンダヘッド７１には、複数の燃焼室１６が形成され、吸気ポート１
７と排気ポート１８が対向して開口しており、この吸気ポート１７を介して吸気通路１９
が連通すると共に、排気ポート１８を介して排気通路２０が連通しており、排気通路２０
は、４つの排気通路部２１と１つの集合部２２を有し、集合部２２がシリンダヘッド７１
の他側面に開口している。
【００５２】
　シリンダヘッド７１の側面に、排気通路２０の集合部２２に連通するターボ過給機４５
が固定され、このターボ過給機４５に排気管４６が連結され、この排気管４６に排気浄化
触媒４７が装着されている。そして、シリンダヘッド７１に形成された排気通路２０から
ターボ過給機４５を迂回して排気浄化触媒４７に連通するバイパス通路７２が設けられる
と共に、このバイパス通路７２を開閉可能なウエストゲート機能を有する排気制御弁７３
が設けられており、シリンダヘッド７１の内部にこのバイパス通路７２の一部が設けられ
ている。
【００５３】
　このバイパス通路７２は、シリンダヘッド１１の内部に形成されたバイパス孔７４と、
シリンダヘッド７１と排気管４６を連結するバイパス管７５とから構成され、シリンダヘ
ッド７１側に排気制御弁７３が連結されている。即ち、バイパス孔７４は、シリンダヘッ
ド７１内に傾斜して一体に形成され、上端部が排気通路２０における集合部２２の下部に
連通し、下端部がシリンダヘッド７１の側面に開口している。この場合、バイパス孔７４
の下端部は、排気通路２０の集合部２２が開口する下方に開口している。つまり、シリン
ダヘッド７１の側面にて、バイパス孔７４の開口と、排気通路２０における集合部２２の
開口が鉛直方向に並んで形成されている。
【００５４】
　そして、シリンダヘッド７１のバイパス孔７４の開口に排気制御弁７３が装着されると
共に、バイパス管７５が連結されている。なお、このバイパス管７５の他端部は、図示し
ないが、排気管４６におけるターボ過給機４５と排気浄化触媒４７の間に連結されている
。
【００５５】
　なお、本実施例のエンジンの作動については、上述した実施例１とほぼ同様であるため
、説明は省略する。
【００５６】
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　このように実施例２の内燃機関のシリンダヘッドにあっては、複数の燃焼室１６に対し
て排気ポート１８を介して排気通路２０の一端部を連通し、この排気通路２０の他端部に
集合部２２を設け、この集合部２２にターボ過給機４５、排気管４６、排気浄化触媒４７
を連結する一方、排気通路２０からターボ過給機４５を迂回して排気管４６から排気浄化
触媒４７に連通するバイパス通路７２を設けると共に、このバイパス通路７２を開閉可能
な排気制御弁７３を設けて構成し、シリンダヘッド７１の内部にバイパス通路７２の一部
としてのバイパス孔７４を形成している。
【００５７】
　従って、エンジンの冷間始動時に、排気制御弁７３によりバイパス通路７２を開放する
ことで、燃焼室１６から排気ポート１８を通して排気通路２０に排出された高温の排気ガ
スが、集合部２２からバイパス通路７２を通って排気管４６に流れ、ターボ過給機４５を
迂回して排気浄化触媒４７へ直接流入することとなる。そのため、燃焼室１６から排気浄
化触媒４７までの通路表面積が減少し、ターボ過給機４５により高温の排気ガスの熱が奪
われずに排気ガス温度の低下が抑制され、排気ガスにより排気浄化触媒４７を効率的に暖
機して活性化させることができ、触媒暖機性能を向上することができる。
【００５８】
　また、この場合、シリンダヘッド７１の内部にバイパス通路７２の一部としてのバイパ
ス孔７４を形成している。従って、高温状態にあるシリンダヘッド１１内にバイパス孔７
４を形成することで、排気ガス温度の低下を抑制して媒暖機性能を向上することができる
と共に、外部に露出する配管（バイパス管７５）を簡素することで、装置のコンパクト化
を図ることができる。
【００５９】
　また、バイパス通路７２として、シリンダヘッド７１の内部にバイパス孔７４を形成し
、このバイパス孔７４の一端部を排気通路２０の集合部２２に連通し、他端部をシリンダ
ヘッド１１の側面に開口している。従って、排気通路２０から排気浄化触媒４７までの距
離を短くし、排気ガス温度の低下を抑制して触媒暖機性能を向上することができると共に
、排気ガスを集合部２２から抜き取るため、各気筒間の背圧のばらつきがなくなり、燃焼
を改善することができる。
【実施例３】
【００６０】
　図７は、本発明の実施例３に係る内燃機関のシリンダヘッドを表す概略図、図８は、実
施例３の内燃機関のシリンダヘッドを表す要部縦断面図（図７のVIII－VIII断面図）であ
る。なお、前述した実施例で説明したものと同様の機能を有する部材には同一の符号を付
して重複する説明は省略する。
【００６１】
　実施例３の内燃機関において、図７及び図８に示すように、シリンダヘッド８１には、
複数の燃焼室８２ａ，８２ｂ，８２ｃ，８２ｄが形成され、吸気ポート８３ａ，８３ｂ，
８３ｃ，８３ｄと排気ポート８４ａ，８４ｂ，８４ｃ，８４ｄが対向して開口しており、
この吸気ポート８３ａ，８３ｂ，８３ｃ，８３ｄを介して４つの吸気通路８５ａ，８５ｂ
，８５ｃ，８５ｄが連通すると共に、排気ポート８４ａ，８４ｂ，８４ｃ，８４ｄを介し
て１つの排気通路８６が連通しており、この排気通路８６は、４つの排気通路部８７ａ，
８７ｂ，８７ｃ，８７ｄと２つの集合部８８ａ，８８ｂを有し、各集合部８８ａ，８８ｂ
がシリンダヘッド８１の他側面に開口する連結孔８９に連通している。
【００６２】
　そして、シリンダヘッド８１の一側面に、各吸気通路８５ａ，８５ｂ，８５ｃ，８５ｄ
に連通する吸気マニホールド９０が固定され、この吸気マニホールド９０にサージタンク
９１が連結されている。吸気管９２は、上流側の空気取入口にエアクリーナ９３が取付け
られており、下流側端部がサージタンク９１に連結されており、エアクリーナ９３の下流
側に位置してスロットル弁９４を有する電子スロットル装置９５が設けられている。一方
、シリンダヘッド８１の他側面における連結孔８９に排気通路８６の集合部８８ａ，８８
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ｂに連通するターボ過給機９６が固定され、このターボ過給機９６に排気管９７が連結さ
れ、この排気管９７に排気浄化触媒９８が装着されている。そして、図示しないが、シリ
ンダヘッド８１に形成された排気通路８６からターボ過給機９６を迂回して排気浄化触媒
９８に連通するバイパス通路と排気制御弁が設けられている。
【００６３】
　また、ターボ過給機９６は、ツインエントリー式のターボ過給機であって、コンプレッ
サ１０１とタービン１０２とが連結軸１０３により一体に連結されてなり、コンプレッサ
１０１はコンプレッサハウジング１０４に収容され、タービン１０２はタービンハウジン
グ１０５に収容され、連結軸１０３は連結軸ハウジング１０６に収容され、各ハウジング
１０４，１０５，１０６が一体に連結されている。そして、タービンハウジング１０５は
、内側に図示しない２つのスクロール部が形成されている。
【００６４】
　また、ターボ過給機９６のタービンハウジング１０５は、シリンダヘッド８１の連結孔
８９に嵌合可能な連結部１０７が連結されている。この連結部１０７は、内筒１０８及び
外筒１０９により構成され、２つの排気案内部１１０，１１１が形成されている。この排
気案内部１１０，１１１は、一端部がタービンハウジング１０５内の各スクロール部に連
通する一方、排気案内部１１０の他端部に開口１１０ａが形成され、排気案内部１１１の
他端部が変速してその左右側部に開口１１１ａが形成されている。また、シリンダヘッド
８１の連結孔８９には、その入口部に雌ねじ部８９ａが形成され、連結部１０７には、そ
の基端部側にこの雌ねじ部８９ａに螺合可能な雄ねじ部１０７ａが形成されると共に、雄
ねじ部１０７ａにロックナット１１２が螺合している。
【００６５】
　そのため、タービンハウジング１０５の連結部１０７をシリンダヘッド８１の連結孔８
９に嵌合し、雄ねじ部１０７ａを雌ねじ部８９ａに螺合させた後、ロックナット１１２を
締結することで、タービンハウジング１０５がシリンダヘッド８１に固定される。そして
、この状態では、タービンハウジング１０５の排気案内部１１０，１１１がシリンダヘッ
ド７１の排気通路８６における集合部８８ａ，８８ｂ内に配置されることとなる。そして
、燃焼室８２ｂ，８２ｃが排気通路部８７ｂ，８７ｃ、集合部８８ａを介して排気案内部
１１０に連通し、燃焼室８２ａ，８２ｄが排気通路部８７ａ，８７ｄ、集合部８８ｂを介
して排気案内部１１１に連通する。
【００６６】
　従って、各燃焼室８２ｂ，８２ｃの排気ガスが排気通路部８７ｂ，８７ｃ及び集合部８
８ａを通って排気案内部１１０に導入され、この排気案内部１１０を通ってターボ過給機
９６における一方のスクロール部に流入し、また、各燃焼室８２ａ，８２ｄの排気ガスが
排気通路部８７ａ，８７ｄ及び集合部８８ｂを通って排気案内部１１１に導入され、この
排気案内部１１１を通ってターボ過給機９６における他方のスクロール部に流入する。そ
のため、各スクロール部に流入した排気ガスにより、タービン１０２を駆動し、このター
ビン１０２と連結軸１０３により連結されたコンプレッサ１０１を駆動することで、吸気
管９２に導入された空気を圧縮することができる。そして、タービン１０２を駆動した排
気ガスは、排気管９７を通って排気浄化触媒９８に流入し、ここで、排気ガス中の有害物
質が浄化処理されてから大気に放出される。
【００６７】
　なお、本実施例のエンジンの作動については、上述した実施例１とほぼ同様であるため
、説明は省略する。
【００６８】
　このように実施例３の内燃機関のシリンダヘッドにあっては、複数の燃焼室８２ａ，８
２ｂ，８２ｃ，８２ｄに対して排気ポート８４ａ，８４ｂ，８４ｃ，８４ｄを介して排気
通路８６の一端部を連通し、この排気通路８６の他端部に集合部８８ａ，８８ｂを設け、
この集合部８８ａ，８８ｂにターボ過給機９６、排気管９７、排気浄化触媒９８を連結し
、タービンハウジング１０５の連結部１０７に一端部が外部に開口する排気案内部１１０
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，１１１を設け、この排気案内部１１０，１１１を排気通路８６の集合部８８ａ，８８ｂ
内に配置している。
【００６９】
　従って、タービンハウジング１０５の連結部１０７をシリンダヘッド８１の連結孔８９
に嵌合して固定することで、タービンハウジング１０５をシリンダヘッド８１に装着する
ことができ、ターボ過給機９６の組付性を向上することができる。また、排気案内部１１
０，１１１がシリンダヘッド８１内に配置されることで、ターボ過給機９６自体をコンパ
クトとして小型化することができ、燃焼室８２ａ，８２ｂ，８２ｃ，８２ｄから排気浄化
触媒９８までの通路表面積が減少し、ターボ過給機９６により高温の排気ガスの熱が奪わ
れずに排気ガス温度の低下が抑制され、排気ガスにより排気浄化触媒９８を効率的に暖機
して活性化させることができ、触媒暖機性能を向上することができる。
【００７０】
　なお、上述した各実施例では、内燃機関を直列４気筒エンジンとして説明したが、この
形式に限定されるものではない。また、上述した各実施例では、燃料を直接燃焼室に噴射
する筒内噴射式の内燃機関として説明したが、燃料を吸気ポートに噴射するポート噴射式
内燃機関に適用しても前述と同様の作用効果を奏することができる。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　以上のように、本発明に係る内燃機関のシリンダヘッドは、内部に過給機を迂回するバ
イパス通路の一部を設けることで、触媒暖機性能を向上させると共に装置のコンパクト化
を図るものであり、いずれの種類の内燃機関に用いても好適である。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の実施例１に係る内燃機関のシリンダヘッドを表す概略図である。
【図２】実施例１の内燃機関を表す縦断面図である。
【図３】実施例１の内燃機関のシリンダヘッドを表す縦断面図である。
【図４】実施例１の内燃機関におけるウエストゲート弁を表す断面図である。
【図５】本発明の実施例２に係る内燃機関のシリンダヘッドを表す概略図である。
【図６】実施例２の内燃機関のシリンダヘッドを表す縦断面図である。
【図７】本発明の実施例３に係る内燃機関のシリンダヘッドを表す概略図である。
【図８】実施例３の内燃機関のシリンダヘッドを表す要部縦断面図（図７のVIII－VIII断
面図）である。
【符号の説明】
【００７３】
　１１，７１，８１　シリンダヘッド
　１２　シリンダブロック
　１４　ピストン
　１６，８２ａ，８２ｂ，８２ｃ，８２ｄ　燃焼室
　１７，８３ａ，８３ｂ，８３ｃ，８３ｄ　吸気ポート
　１８，８４ａ，８４ｂ，８４ｃ，８４ｄ　排気ポート
　１９，８５ａ，８５ｂ，８５ｃ，８５ｄ　吸気通路
　２０，８６　排気通路
　２１，８７ａ，８７ｂ，８７ｃ，８７ｄ　排気通路部
　２２，８８ａ，８８ｂ　集合部
　３７　インジェクタ
　３８　点火プラグ
　４１，９２　吸気管
　４５，９６　ターボ過給機（過給機）
　４６，９７　排気管
　４７，９８　排気浄化触媒
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　４９，１０２　タービン
　５２，７２　バイパス通路
　５３，７３　排気制御弁（制御弁）
　５４ａ，５４ｂ，５５ａ，５５ｂ　ウォータジャケット
　５７，１０４　タービンハウジング
　５９　スクロール部
　６０　冷却通路
　６２，７４　バイパス孔
　６３，７５　バイパス管
　１０７　連結部
　１１０，１１１　排気案内部

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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